
 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、八
月
三
〇
日
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

す
。 「

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
で
は
、
六
月

二
九
日
以
来
、
各
政
党
の
事
務
所
を
訪
問
し
た
り
、
郵
送
な
ど

し
て
、
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
に
、
核
拡
散

や
放
射
能
汚
染
に
つ
な
が
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
停
止
（
凍

結
）
と
、
放
射
性
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
防
止
な
ど
の
項
目

を
盛
り
込
む
よ
う
、
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。
今
後
出
さ
れ
る

各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
注
目
さ
れ
ま
す
。 

 
 

                                       

                

要
望
１
、
再
処
理
工
場
を
停

止
（
凍
結
）
す
る
こ
と 

  

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
開
始
後

三
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
ガ

ラ
ス
溶
融
炉
の
事
故
や
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
セ

ル
内
漏
え
い
事
故
の
た
め

試
験
は
止
ま
っ
た
ま
ま
で

す
。
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
は 

 

               

放
射
能
汚
染
と
腐
食
の
た

め
補
修
作
業
も
出
来
な
い

状
態
で
、
作
業
員
の
被
ば
く

事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
、
工
場
の
停
止

(

凍
結)

を
提
起
す
べ
き
で

す
。 

 

要
望
２
、
原
子
力
政
策
の
審

議
委
員
会
を
民
主
化 

  

原
子
力
政
策
を
審
議
す

る
各
種
審
議
委
員
会
は
、
民

主
的
に
選
出
さ
れ
た
公
正

な
委
員
構
成
に
し
、
政
府
・

企
業
か
ら
独
立
性
を
保
つ

こ
と
。
官
僚
主
導
で
運
営
さ

れ
形
式
上
の
追
認
機
関
と

な
っ
て
い
る
審
議
会
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
当
該
機
関
や
業
界
団
体

の
役
員
な
ど
利
害
関
係
の

あ
る
人
が
委
員
に
就
任
し

て
お
り
公
正
さ
に
欠
け
て

い
ま
す
。
消
費
団
体
、農
協
、

漁
協
、
各
種
環
境
市
民
団
体

な
ど
が
推
薦
す
る
人
が
委

員
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

要
望
３
、
原
子
力
予
算
の
無

駄
遣
い
を
チ
ェ
ッ
ク 

  

未
熟
な
再
処
理
技
術
に

高
額
の
税
金
や
公
共
料
金

が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

官
僚
や
電
力
関
係
者
の
天

下
り
、
巨
額
の
最
終
処
分
場

積
立
金
、
再
処
理
積
立
金
な

ど
も
要
注
意
で
す
。 

 

要
望
４
、
環
境
省
が
放
射
性

物
質
の
環
境
汚
染
防
止
を 

 

放
射
性
物
質
に
よ
る
環

境
汚
染
防
止
の
取
り
組
み

は
、
経
産
省
か
ら
環
境
省
に

移
管
す
る
こ
と
。米
、北
欧
、

独
な
ど
で
は
環
境
保
護
関

係
省
で
放
射
性
物
質
に
よ

る
環
境
汚
染
防
止
の
監
視

監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

環
境
基
本
法
第
十
三
条

の
不
備
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

要
望
５
、
原
子
力
政
策
に
つ

い
て
再
検
討
す
る
こ
と 

 

六
月
国
会
に
お
け
る
衆

参
両
院
で
の
「
核
廃
絶
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
を

求
め
る
決
議
」
の
全
会
一
致

で
の
採
択
は
快
挙
で
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
再
処
理
の

凍
結
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
増

や
さ
な
い
こ
と
を
内
外
に

示
せ
ば
、
日
本
は
核
廃
絶
を

本
気
に
考
え
て
い
る
こ
と

の
証
左
と
な
り
、
核
不
拡
散

な
ど
の
場
面
で
の
説
得
力

も
増
し
ま
す
。
米
オ
バ
マ
政

権
は
最
終
処
分
場
の
見
直

し
な
ど
思
い
切
っ
た
政
策

転
換
を
始
め
ま
し
た
。 

 

  

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙 

 
 
 
 
 
 
 

    

今
回
の
選
挙
は
解
散
か
ら

投
票
ま
で
四
〇
日
も
あ
る
長

丁
場
で
あ
る
。
そ
の
分
、
各

政
党
か
ら
出
さ
れ
る
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
」
が
充
分
論
議
出

来
る
。 

各
政
党
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
が
注
目
さ
れ
る
。
太
陽
光

発
電
等
の
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
進
歩
は
著
し
い
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
量
消
費
社
会
そ

の
も
の
の
点
検
も
必
要
で
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大

前
提
と
し
て
、
環
境
に
放
射

能
を
流
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

許
さ
れ
な
い
。
（
О
） 
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六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
耐
震
安
全
性
再
評
価
に
つ
い

て
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
（
経
産
大
臣
の
諮
問
機

関
）
の
「
地
質
・
地
盤
を
扱
う
合
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

は
、
「
耐
震
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
原
子
力
安

全
・
保
安
院
の
最
終
報
告
書
案
を
了
承
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
の
「
地
震
・
地

震
動
及
び
施
設
健
全
性
評
価
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

４
」（
山
崎
晴
雄
主
査
以
下
委
員
十
八
人
）
の
審
査
会
が
、

七
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
審
査
を
開
始
し
ま
し
た
。「
岩

手
の
会
」
は
こ
の
会
議
に
出
席
す
る
委
員
十
七
人
に
対
し

て
慎
重
な
審
議
を
要
請
す
る
「
要
望
書
」
を
送
り
ま
し
た
。 

 
項目 

  年度 

使用済

み燃料    

（体） 

処理ウ

ラン量 

（㌧） 

放出  

回数 

トリチウム 

（兆ベクレル） 

ヨウ素 
１２９  

（万 

ベクレル） 

ヨウ素 
１３１ 

（万 

ベクレル） 

２００６年度 508 14１ 60 497 9,424 310 

２００７年度 603 181 75 1,320 23,872 463 

２００８年度 592 103 72 360 21,250 4,835 

２００９年度 0 0 12 2 860 0 

これまでの合計 1,70３ 425 219 2,179 55,406 5,608 

 

                 

地
元
住
民
の
不
安
を
親
身

に
受
け
止
め
慎
重
な
審
議

を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

〔要
望
書
要
旨
〕  

 

六
月
二
四
日
の
合
同
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
新

知
見
で
あ
る
変
動
地
形
学

か
ら
の
「
直
下
活
断
層
説
」

を
論
議
の
俎
上
に
載
せ
る

こ
と
も
な
く
原
子
力
安

全
・
保
安
院
の
報
告
書
を
了

承
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
開
催
さ
れ
た
六
月
二

九
日
の
国
会
議
員
ヒ
ァ
リ

ン
グ
で
は
、
出
席
し
た
保
安

院
と
原
燃
担
当
者
が
、
変
動

地
形
学
者
で
あ
る
渡
辺
満

久
教
授(

東
洋
大
学)

の
質

問
に
何
ひ
と
つ
答
え
ら
れ 

                 

ず
、
次
回
に
説
明
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

審
査
の
正
し
い
結
論
を
得

る
た
め
に
、
原
子
力
安
全
委

員
会
の
審
議
に
は
渡
辺
教

授
の
参
考
人
招
致
を
お
願

い
し
ま
す
。 

現
在
六
ヶ
所
工
場
に
は
高

レ
ベ
ル
廃
液
が
約
二
四
〇

立
方
㍍
溜
ま
っ
て
お
り
、
大

地
震
に
見
舞
わ
れ
環
境
に

放
出
し
た
場
合
、
広
範
囲
を

汚
染
し
て
人
の
住
め
な
い

土
地
と
さ
せ
ま
す
。
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
特
性
（
約
十
五
時

間
で
沸
騰
、
水
素
・
硝
酸
塩

爆
発
の
危
険
性
）
を
確
認
の

上
、
科
学
的
で
真
摯
な
る
審

議
を
お
願
い
し
ま
す
。 

環
境
省
の
出
番
が
な
い 

日
本
の
放
射
能
汚
染
監
視 

    

「
原
子
力
安
全
・
保
安
院
」

は
経
産
省
に
属
し
、「
原
子
力

安
全
委
員
会
」
は
内
閣
府
に

属
す
る
。
環
境
省
の
役
割
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
全
て
の

環
境
安
全
に
関
わ
る
監
視
監 
 

       原
燃
の
「改
善
策
」
を
安
易

に
認
め
な
い
で
く
だ
さ
い 

 

 
経
産
省
原
子
力
安
全
・
保

安
院
は
七
月
九
日
に
「
六
ヶ

所
再
処
理
施
設
総
点
検
に

関
す
る
検
討
会
」
を
開
催
し
、

今
年
一
月
に
引
き
起
こ
さ

れ
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
漏
え
い
事
故
に
つ
い
て

の
日
本
原
燃
の
保
安
規
定

違
反
に
関
し
て
審
査
を
開

始
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
保
安
規
定

違
反
を
行
う
日
本
原
燃
に 

は
再
処
理
を
行
う
資
格
な 

し
と
し
て
、
事
業
認
定
差
し 

止
め
を
要
求
し
て
い
る
市

民
団
体
の
「
福
島
老
朽
原
発 

 

 

督
は
原
子
力
も
含
め
て
環
境

省
が
担
当
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

環
境
基
本
法
第
十
三
条
に

は
、「
放
射
性
物
質
の
大
気
汚

染
な
ど
は
・
・
原
子
力
基
本

法
そ
の
他
の
関
係
法
律
で
定

め
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
関

係
法
に
「
放
射
能
に
よ
る
環

境
汚
染
の
防
止
条
項
」
は
見

あ
た
ら
な
い
。 

（
О
） 

        

を
考
え
る
会
」
と
「
空
と
海

の
放
射
能
を
心
配
す
る
市

民
の
会
」
は
、
七
月
七
日
「
要

望
書
」
を
作
成
し
、
検
討
会

と
安
全
・
保
安
院
宛
に
提
出

し
ま
し
た
。 

要
望
事
項 

１
，
事
業
指
定
取
り
消
し
と

し
て
も
お
か
し
く
な
い
原

燃
の
「
改
善
策
」
を
安
易
に

認
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

２
、
ガ
ラ
ス
固
化
試
験
の
再 

開
に
関
わ
る
作
業
の
一
切 

を
中
止
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

３
、
原
燃
の
再
処
理
事
業
を 

認
め
て
き
た
保
安
院
・
検
討

会
の
責
任
を
明
ら
か
に
し

て
く
だ
さ
い 

                             

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
議
会 

放
射
能
放
出
規
制
法
制

定
へ
の
意
見
書
可
決 

 

六
月
十
日
金
ヶ
崎
町
議
会

は
「
放
射
能
海
洋
放
出
規
制

法
（
仮
称
）
」
の
法
律
制
定
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
発
議

案
を
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま 

                               

し
た
。
こ
れ
で
岩
手
県
内
三

五
市
町
村
議
会
中
三
三
の
議

会
が
採
択
し
ま
し
た
。
県
内

に
広
が
っ
た
こ
の
決
議
が
マ

ス
コ
ミ
で
全
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

各
社
の
報
道
姿
勢
に
疑
問
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

訂正：本紙第６９号（２０09.4.14）一面「これまで流さ
れた放射能の量」（０９年２月までの数値）について 

ヨウ素１２９  ５億 ４３００万 ベクレル 

ヨウ素１３１       ５６００万 ベクレル 

下線の単位に訂正し謹んでお詫び申し上げます。  
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